
一般社団法人 全国老人給食協力会 概要 

（ミールズ・オン・ホイールズ日本協会） 

 

 

全国老人給食協力会は 

  コミュニティに暮らす人自らが参加して行う地域の高齢者等のための食生活支援活動を、

高齢社会に対応できる食事サービスとして育てていくことを目的に、全国各地で活動する団

体や個人がつくる連絡組織です。 

 

前身「全国老人給食連絡協議会」の成り立ち 

 １９８５（昭和６０）年１１月、老人給食協力会ふきのとうは、高齢者に対する食事サー

ビスの今後の指針を得るために南オーストラリアの老人給食サービス団体｢ミールズ・オン・

ホイールズ協会｣を招いて日豪シンポジウム(日豪交流基金共催)を開催しました。日本国内の

食事サービス活動団体から２日間で４００人が一堂に会し、全国レベルの老人給食関係団体

のネットワークの必要性が認識され、「全国老人給食連絡協議会」設立への動きが始まりまし

た。 

 翌１９８６（昭和６１）年５月に行われた第２回老人給食シンポジウムにおいて、地域ご

とに独自に活動していたグループ間の情報交換やノウハウの共有をはかっていくことを目的

に「全国老人給食連絡協議会」が発足しました。 

 それ以来、「老人給食協力会ふきのとう」が事務局となり、年に１回会報を発行し、誌面を

通じてお互いの実践報告を行い、横のつながりの充実を図ってきました。しかし当時は活動

団体も少なく、事務局として全国の状況を正確に把握できない状態でした。そこで全国のよ

り多くの市民に食事サービス活動に参加してもらうために、定期的に「老人と生きる食事づ

くり・住まいづくり」等のイベントを開催したり、出版活動を行って活動の輪を全国に広げ、

活発な意見交換・学習の場として今後の方向性を探る実践を続けて参りました。 

 

全国老人給食協力会発足に向けて 

 その後、高齢者に対する食事サービスを取り巻く状況は大きく変わりました。食事サービ

ス事業への国庫補助が始まったことから多くの自治体が取り組みを開始し、もはや食事サー

ビス事業の必要性について疑問を投げる声は聞かれなくなりました。しかし全国的に広がり

つつある食事サービスの制度に、住民活動として行われてきた食事サービスで得た知恵や思

いが充分に活かされているかというとそう言い切れない面もあります。 

 食事サービスの役割を「生活支援」と、孤立孤独解消の手段としての「社会支援」の両面

をになうものと考えたとき、社会的支援の担い手として最もふさわしいのが近隣の住民自身

であることから、食事サービスの望ましい発展にとって住民の関わり方が大きな意味を持つ

ものであると言えます。命をつなぐ高齢期の食の問題を、公的制度やシルバー産業にのみ任



せるのではなく、市民も参加し実践しながら高齢社会に対応できるサービスとして育ててい

きたいと考えます。その為には全国各地で活動する団体や個人が連帯し、各地の動きを知ら

せ合い、相互に学びあっていける連絡組織が必要です。 

 全国老人給食協力会は、前身である「全国老人給食連絡協議会」の理念を汲み、志ある市

民が連帯し、相互に支え合うしくみを発展させてゆくことを目的とします。 

 

住民参加による食事サービス活動とは 

 食事サービスは、在宅高齢者の自立生活を支援する最も基本的なサービスです。これは、

食生活を支援するために提供される「生活支援」としての食事と、孤立・孤独になりがちな

在宅高齢者の社会参加を促す「社会支援」の役割を同時に担うものともいえます。 

 地域における社会的支援の担い手として最もふさわしいのは住民であることから、住民の

サービスへの関わり方が食事サービスの発展にとって大変重要な課題なのです。現状では多

くの地域住民がボランティア団体や社会福祉協議会、ボランティアセンターなどに所属しな

がら、調理・配達など様々な形で食事サービスに関わっています。 

 

住民が活動に参加することで 

 １．ボランティアの訪問は、食事と共に地域のふれあいの機会も提供します。 

 ２．単身家庭が多くなっている現在、地域の文化を伝承し、人と人とを出会わせる 

コミュニティ活動とも位置づけられます。 

  ３．住民の参加により、税金でまかなわれる行政サービスや、企業の行うサービスにくら

べコストが低く、質の高いサービスを生み出すことができます。 

 

◆全国老人給食協力会の事業内容 

・全国の住民参加型食事サービス活動団体とのネットワーク 

・教育、調査研究 

・定期刊行物の発行 

・シンポジウム等の開催 

・相談窓口の開設 

食を媒体として、在宅高齢者・障害者を地域で支え合う「住民参加による食事サービス活

動」の普及を願い、活動に関する御相談におこたえしています。 

     ＴＥＬ ０３－５４２６－２５４７ 

   ＦＡＸ ０３－５４２６－２５４８ 

     ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｗ．ｊｐ 

 

 

 

 



一般社団法人全国老人給食協力会役員名簿  

    

代表理事  石田惇子   特定非営利活動法人支え合う会みのり副理事長 

理事   坂田朱美   特定非営利活動法人いきいき会代表理事 

理事   久保幸枝   北九州食生活改善推進員協議会顧問   

理事   熊谷 修   人間総合科学大学人間科学部 教授  

理事     小林房子   特定非営利活動法人友－友代表理事  

理事      清水洋行   千葉大学文学部社会学講座 准教授 

理事      剣持英子   甲府・食事サービスをすすめる会会長 

理事      武田美江子  特定非営利活動法人あかねグループ理事長 

理事   内藤佳津雄  日本大学文理学部 教授 

専務理事 平野覚治   老人給食協力会ふきのとう代表 

監事   鶴澤 章   鶴澤章税理士事務所 

監事   中島智人   産業能率大学准教授 

 

 

一般社団法人全国老人給食協力会 平成２５年度運営委員名簿 

 

安藤雄太   東京ボランティア・市民活動センターアドバイザー 

石田惇子   特定非営利活動法人支え合う会みのり副理事長（理事兼務） 

坂田朱美   特定非営利活動法人いきいき会代表理事（理事兼務） 

久保幸枝   北九州食生活改善推進員協議会顧問（理事兼務）   

熊谷 修   人間総合科学大学人間科学部 教授（理事兼務）  

剣持英子   甲府・食事サービスをすすめる会会長（理事兼務） 

小林房子   特定非営利活動法人友－友代表理事（理事兼務）  

清水洋行   千葉大学文学部社会学講座 准教授（理事兼務） 

武田美江子  特定非営利活動法人あかねグループ理事長（理事兼務） 

内藤佳津雄  日本大学文理学部 教授（理事兼務）    

中島智人   産業能率大学准教授（監事兼務） 

野村知子   桜美林大学 教授 

平井 昭   明治安田生命保険相互会社広報部審議役 

山際 淳   日本生活協同組合連合会福祉事業推進部部長 

 

事務局長 平野覚治  老人給食協力会ふきのとう代表（専務理事兼務） 

事務局員 伊藤浩巳  老人給食協力会ふきのとう 

 


